
学校番号  １００１ 

令和２年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅰ 
３ 第 1学年 

 

MY WAY English Communication Ⅰ New Edition  

  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・親しみやすい題材を基にして、英語の「読む」「聞く」「書く」「話す」の 4技能の力をつけていき 

ましょう。その為には、自分の考えを持つことを心がけ、クラスメートの考えを聞く姿勢を身につけ、

積極的に授業の活動に参加しましょう。 

・英語と日本語の語順の違いに特に意識を置き、日本語をなるべく介さず英語を英語のままに理解する

ことを心がけましょう。単語や熟語についても丸暗記するのではなく、文脈による意味の違いや使わ

れる場面を意識して、学習していきましょう。 

・音読活動を積極的に取り入れ、英語のリズムやイントネーションに気をつけ、グローバルな場面にお

いて、相手が理解できる発音を習得していきましょう。 

   

２ 学習の到達目標：（CAN-DO リストの該当学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目と主な教材（教科書以外で使用する教材一覧）： 

「コミュニケーション英語Ⅰ」（3 単位）Listening Box 1（啓林館）、システム英単語（駿台文庫） 

                  Reading Flash Stage 1（桐原書店） 

「英語表現Ⅰ」（2 単位）DUAL SCOPE 総合英語、DUAL SCOPE English Grammar in 22 stages、

Workbook for DUAL SCOPE（数研出版） 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイントネーショ 

ンなど英語の音声的な特 

徴に注意して話すことが 

できる。 

・日常的な挨拶や、朝起き

てから寝るまでの身近なこ

とや経験したことについて

やり取りができる。レスト

ランや買い物の場面での基

本的な会話ができる。また

海外旅行の際の入出国の簡 

単な会話ができる。 

・絵や写真など視覚的補助

を利用しながら、簡単な語

や表現を用いて自分や他人

の紹介をしたり、身近なこ

とについて簡単に説明でき 

る。 

コミュ英語Ⅰ 

・T or F Quiz 

・Ｑ & A 

・インタビュ

ーテスト 

・音読、暗唱テ

スト 

・ Quiz in 

Class 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・発音テスト 

・リスニング

テスト 

 

 

・自分のことや家族・地

域の紹介など簡単な紹介

文を書くことができる。 

・簡単な語やイディオム

を身につけ、基本的な文

構造や表現を使いなが

ら、and, but, because な

どで文と文をつないで、

日記や説明文などまとま

りのある文章をかくこと

ができる。 

 

コミュ英語Ⅰ 

・定期考査 

・トピック英 

作文 

・ Quiz in 

Class 

・ディスカッ 

ション案 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・トピック英 

 作 

・ Quiz in 

Class         

・ Essay 

Writing     

 

・はっきりと話されれば、

自分自身や家族、学校など

身の回りのことについて聞

き取ることができる。 

・決まった表現でゆっくり

はっきりと話された天候、

時間、物の値段など、日常

的に必要な事柄について、

内容を理解することができ

る。 

・ゆっくりはっきりと話さ

れれば、駅や空港等の短い

アナウンスについて自分に

必要な情報を聞き取ること

ができる。 

コミュ英語Ⅰ 

・リスニング

テスト、 

・インタビュ

ーテスト 

・Ｑ＆Ａ 

・Ｑｕｉｚ 

・定期考査 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・リスニング

テスト 

・インタビュ

ーテスト 

 

 

・有名人物の伝記や歴史上

の出来事についての英文を

読み、適宜辞書も利用しな

がら事実関係を把握するこ

とができる。 

・簡単な英語で表現されて

いれば、ガイドブックなど

を読んで必要な情報を見つ

けだすことができる。・簡単

な語や表現を使って書かれ

た短い物語や伝記などを理

解することができる。 

・５０語程度の英文を後戻 

りすることなく一定時間 

内に黙読して要点を理解 

したのち、適切なポーズを 

ともない音読することが 

できる。 

コミュ英語Ⅰ 

・ 定期考査  

・ Ｑ ＆ Ａ in  

English 

・長期休暇後の

課題考査 

・速読 

・音読、暗唱テス

ト 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・重要例文につ

いての Quiz 

 

 

 



 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 コミュニケーションへの

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化につい

ての知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに関

心を持ち、積極的に言語

活動を行い、コミュニケ

ーションを図ろうとして

いるかを的確に評価でき

る方法で実施。 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書く

こと」の到達目標を

的確に実施できる方

法で実施。 

CAN-DO リストによる

「聞くこと」「読むこ

と」の到達目標を的

確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに、その背景にあ

る文化などを理解

しているかどうか

を的確に評価でき

る方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1  

(4 時間) 

. A Story about 

Names 

名前をめぐる世

界の状況や歴

史的背景を考

える。 

・文の型、動詞

と名詞につい

て，それぞれの

意味や働き，形

を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークやグ

ループワークにお

いて、互いに協力し

ながら会話を続け

る。 

 

・ペア・ワークとグル

ープワークを通じて

自分の意見を言った

り、相手の発表をしっ

かり聞こうとしたりす

る。 

・“Q & A MAKING”

や “ DISCUSSION”

で、ペア・ワークを

行い、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・文の型、動詞と名

詞のはたらきを理解

して文を書く。 

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことや，知り得た情報

を英語に直して書く。 

・本文中に出てきた

語法・熟語を使っ

て，指示にそった適

切な英文を書くこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、英作文

を出題することにより、

単元の目標を達成で

きているか判断する。 

「外国語理解の能力」 

・母音の音の区別

や，音のつながりを

正しく理解する。 

・本レッスンの内容

についての英問や

英文を聞いて，内容

を正しく理解する。 

・ 母音の音の区別

や，音のつながりを

認識できる。 

・ディクテーションテス

ト及びリスニングテスト

の実施により単元の

目標を達成できてい

るか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動詞と名詞の的確

な把握。 

・強勢，リズム，イント

ネーション，区切りな

どに注意した音読が

できる。 

・母音の音の区別

や，音のつながりを

意識した発音ができ

る。 

・Family names in 

the world の特徴

について読み取

る。 

・その背景を読み取

る。 

 

・動詞と名詞を理解

し，内容を正確に把

握して音読できる。 

・強勢，リズム，ｲﾝﾄﾈ

ｰｼｮﾝ，区切りなどに

注意して音読すること

ができる。 

・母音の区別やつな

がりを意識し発音す

ることができる。 

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判

断する。 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2  

(4 時間) 

・Messages from 

Yanase 

Takashi を 理

解する。 

・文の型、形容

詞と副詞、それ

ぞれの意味や

働き，形を理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・主題を実現するに

はどうすれば良い

か，効率的な方法を

グループで話し合う

ことができる。 

・各パートを読んだあ

とで“Self Expression”

を利用し、ペアで伝

え合う。 

・本文の内容につい

て英問英答や，知り

得た情報の英語に

よる説明ができる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ペアワークの成果を

クラスで発表する。 

「外国語表現の能力」 

・文の型、形容詞と

副詞のはたらきを理

解し、英文を書く。  

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことや，知り得た情報

を英語に直して書く

ことができる。 

・本文中に出てきた

語法・熟語を使って，

指示に沿った適切な

英文を書くことができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・摩擦音や破裂音を

認識できる。 

・本レッスンの内容に

ついての英問や英文

を聴いて，内容を正

しく理解する。 

・単元の目標を基準

に、評価方法に基づ

き評価する。 

・ディクテーションテス

ト及びリスニングテスト

の実施により単元の

目標を達成できてい

るか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・形容詞と副詞を的

確に把握し，その使

い方と内容を理解し

た上で，本文の内容

を正確に把握でき

る。 

・ Messages from 

Yanase Takashi を実

現するにはどうすべ

きか読み取る。 

・Hope for peace in 

the storyをどのように

して達成するか、そ

のための方法を考え

る。 

・比較級、最上級の

内容を正確に理解で

きる。 

・比較級、最上級を

用いて、正しい文を

書くことができる。 

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3  

(4 時間) 

Purposes of 

the Olympics 

・日本や他国

の事情を知り、

自分の意見の

言い方を学習

する。 

 

・助動詞、受動

態について理

解し、その使い

方を理解した

上で本文の内

容を正確に把

握する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ Purposes of the 

Olympics について

知っていること、思っ

ていることを英語で

発言しょうとする。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

をまとめ、ペアワーク

を通じて自分の考え

を言ったり、相手の

発表をしっかり聞こう

としたりする。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・オリンピックにつ

いて日本や海外の

事情についての内

容を要約する。 

・読んだ内容につい

て、自分の考えを話

す。 

・各パートごとの内容

を口頭で要約する。 

・ペアで、事前に取っ

たメモに基づきなが

ら、読んだ内容につ

いて自分の考えを述

べることが出来る。 

・日本内外の事情を

読んで、その内容を

要約することができ

る。 

・読んだことに基づい

て、自分の考えを話

すことが出来る。 

 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・日本や海外の事情

について、読んだこ

とを理解する。 

 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、本文を読み、

イメージとともにその

内容を理解する。 

・日本や海外の事情

について、読んだこ

とを理解することがで

きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞、受動態に

ついて理解し、その

使い方を理解した上

で，本文の内容を正

確に把握できる。 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・助動詞、受動態を

理解し，内容を正確

に把握して音読でき

る。 

・強勢，リズム，区切

りなどに注意して音

読することができる。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4  

(4 時間) 

Hospital Art 

・病院でみられ

る芸術作品に

ついて、日本だ

けでなく海外の

例や、病院で

過ごす人々へ

の影響も含め

て学ぶ。 

・現在進行形、

現在完了形、

過去完了形に

ついて理解し、

その使い方を

理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・芸術作品を日々取

り入れている例につ

いて知っていること、

思っていることを英

語で発言しょうとす

る。 

・各パートごとについ

て自分の考えや意見

について発表するた

めの英語をメモして

おき、それを参考に

しながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・芸術作品を日常生

活に取り入れている

例について考えをま

とめ、発表する。 

・ 教 科 書 の “ Self 

Expression” を 使 っ

て、コミュニケーショ

ンを取り、各自の考え

をグループで発表す

る。 

・芸術作品を日常生

活に取り入れている

例についてディスカ

ッション形式で発表

する。 

・チャートを提出させ、

その内容を取組状況

の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・芸術作品を日常生

活に取り入れている

例について理解でき

る。 

・各パートごとに、関

連した画像を参考に

芸術作品を日常生活

に取り入れている例

を理解する。 

・病院でみられる芸

術作品について読ん

だことを理解すること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在進行形、現在

完了形、過去完了形

の用法を理解でき

る。 

・本文で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・現在進行形、現在

完了形、過去完了形

の用法を理解してい

る。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5  

(4 時間) 

Writing 

Systems in 

the World 

・世界の様々

な書き言葉の

仕組みや文字

の並び方を知

る。 

・動名詞、不定

詞について理

解し、その使い

方を理解した上

で本文の内容

を正確に把握

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があっ

ても、推測するなどし

て聞き続ける態度を

養う。 

・パートごとに、本文

の音声を聞き、ワー

クシートにメモを取ら

せる。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があ

っても、推測するな

どして聞き続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・学習した世界の

様々な書き言葉の

仕組みや文字の並

び方で新たに知っ

たことを話す。 

・各自が作ったメー

ルを利用しながらグ

ループで発表し、情

報を英語でシェアし

合う。 

学習した世界の書

き言葉について書

けたり読めたりす

るようになる。 

・グループでお互いに

作ったメールを発表

する様子を評価する。 

「外国語理解の能力」 

・学習した世界の

様々な書き言葉の

仕組みや文字の並

び方を知る。 

 

・学習した世界の

様々な書き言葉が

どのように広まっ

たのかを知る。 

・世界の様々な書き

言葉がどのように

広まっていくのか

を理解している。 

・授業内筆記テストに

おいて、内容理解を

問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞、不定詞に

ついて理解し、その

使い方を理解した上

で本文の内容を正確

に把握する。 

 

・本文の内容を聞きと

る際に必要とされる

背景知識をワークシ

ートにメモを取りなが

ら理解する。 

・動名詞、不定詞に

ついて理解し、その

使い方を理解した上

で本文の内容を正確

に把握できている。 

・授業内リスニングテ

ストにおいて、背景知

識をもとに、正しく聞き

取れているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6  

(4 時間) 

Washoku---

Traditional 

Japanese 

Dishes--- 

・諸外国の食

文化と日本の

和食の違いを

知り、食文化を

どう守ろうと

しているのか

考える。 

・関係代名詞

について理解

し、その使い方

を理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本の伝統的な食

文化について考え、

作者の経験を通じて

いきたい国や理由に

ついて積極的に話

す。 

・食文化についてや

行ってみたい国とそ

の理由を、ワークシ

ートに基づいて、ペ

アで伝え合う。 

・食文化について考

え、作者の経験を通

じて行きたい国や理

由について・、積極

的に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・食文化や訪れたい

国について関心を持

った題材について、

適切に書く。 

・各パートごとに食文

化や訪れたい国につ

いて、ワークシートに

英語で書く。 

・食文化や訪れたい

国について関心も持

った題材について、

適切に書くことができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・世界の食事情を知

ろうという目的意識を

持って、和食文化に

ついて知識を深め理

解する。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、本文を理解

し、イメージとともに、

その内容を理解す

る。 

・世界の食事情を知

ろり、和食文化につ

いて理解できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の用法

を理解する。 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞の用法

を理解している。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7  

(4 時間) 

From 

Landmines to 

Herbs 

・世界の中で

戦争の後遺症

に苦しみなが

らも、未来に向

かって力強く

生 き て い る

人々について

学ぶ。また、ボ

ランティア活

動を通して世

界に貢献して

いる日本人に

ついて知る。 

・現在分詞、過

去分詞、分詞構

文について理

解し、その使い

方を理解した上

で本文の内容

を正確に把握

する。 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・カンボジアやそこで

のボランティア活動、

訪れてみたいところ

について、間違うこと

うを恐れず、積極的

に話す。 

・各パートを読む前

にカンボジアやそこ

でのボランティア活

動、訪れてみたいと

ころについて、ワーク

シートに基づいて、

ペアで伝え合う。 

・カンボジアやそこで

のボランティア活動、

訪れてみたいところ

について、間違うこと

うを恐れず、積極的

に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・関心を持った世界

の他の国やその他の

世界遺産、ボランティ

ア活動について、適

切に書く。 

・カンボジアやその

他の世界遺産、ボラ

ンティア活動につい

て、ワークシートに英

語で書く。 

・カンボジアやその

他の世界遺産、ボラ

ンティア活動につい

て、適切に書く。 

 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・カンボジアについて

知り、ボランティア活

動の必要性につい

て、しっかりと読み理

解する。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながらカンボジアに

ついて知り、ボランテ

ィア活動について、

しっかりとイメージとと

もにその内容を理解

する。 

・カンボジアについて

知り、ボランティア活

動の必要性につい

て、しっかりと読んだ

ことを理解することが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在分詞、過去分

詞、分詞構文につ

いて理解する。 

 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・現在分詞、過去分

詞、分詞構文の用

法を理解している。 

 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8  

(4 時間) 

A Mysterious 

Object from 

the Past 

・古代ギリシ

ャの沈没船か

ら見つかった

謎の物体につ

いて学ぶ。 

・最新の科学

技術によって

解明されたこ

とについても

知る。 

・関係副詞、時

を示す語句に

ついて理解し、

その使い方を

理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・謎の物体が貴重な

ものだと思われる理

由をペア・ワークやグ

ループワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモし、それを

参考にしながらペア

で伝え合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・謎の物体が貴重な

ものだとわかったこと

について、その内容

を要約する。 

・読んだことに基づ

き、最新の科学につ

いて、自分の考えを

話す。 

・各パートの内容を要

約する。 

・ペアで、メモに基づ

いて最新の科学につ

いて話し合う。 

・グループワークで自

分の努力していること

を発表する。 

・各パートの内容を

要約できる。 

・ペアで、メモに基づ

いて謎の物体が貴重

なものだという事に

ついて話せる。 

・グループワークで

自分の努力している

ことを発表できる。 

・授業時間内を利用し

て、グループテストを

実施する。 

（テスト時には、生徒

に 

関連した課題を与え

る） 

「外国語理解の能力」 

・謎の物体の発見や

最新の科学につい

て読んで、内容を理

解する。 

・Summary を考え

させ、各パートの要

旨を把握する。 

・謎の物体の発見や

最新の科学につい

て、読んで理解でき

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞、時を示

す語句の用法を理

解する。 

 

 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・関係副詞、時を示

す語句の用法を理

解している。 

 

・言語の使用場面や

働きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9  

(4 時間) 

Sesame 

Street 

・世界中の子

供たちに愛さ

れているセサ

ミストリート

を通して、訴え

かけられてい

るメッセージ

を学ぶ。 

・条件を表す If

節、仮定法過

去について理

解し、その使い

方を理解した上

で本文の内容

を正確に把握

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて間違う

ことを恐れず、積極

的に発言する。 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて考え

ていることを、ワー

クシートに基づい

て、ペアで伝え合

う。 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて知った

ことを、間違うことを

恐れず、積極的に発

言している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて、適切

に書く。 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて、ワー

クシートに英語で

書く。 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて、適切

に書くことができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて理解す

る。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、セサミスト

リートを通して、訴

えかけられている

メッセージについ

て、イメージとともに、

その内容を理解す

る。 

・セサミストリート

を通して、訴えかけ

られているメッセ

ージについて理解す

ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・条件を表す If節、

仮定法過去を使った

表現を理解する。 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・条件を表す If節、

仮定法過去を使った

表現を理解してい

る。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10  

(4 時間) 

Heritages of 

Beatrix Potter 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯ

ﾀｰについて、ま

た彼女が環境

保全に貢献し

たイギリスで

の例について

も学習する。 

・ SVOO, 

SVOC の使い

方を理解した上

で本文の内容

を正確に把握

する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことに

ついて、間違うことを

恐れず、積極的に話

す。 

 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことつ

いて、ワークシートに

基づいて、ペアで伝

え合う。 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことに

ついて知っているこ

とを、間違うことを恐

れず、積極的に話せ

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことに

ついて、適切に書

く。 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことに

ついて、ワークシート

に英語で書く。 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことつ

いて、適切に書くこ

とができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことに

ついて、読んで理解

できる。 

・各パートごとに、

関連した画像を見

ながら、ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟ

ｯﾀｰについて、また

彼女が環境保全に

貢献したイギリス

での例から学んだ

ことについて語る

内容を理解する。 

・ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ ﾎﾟｯﾀｰに

ついて、また彼女が

環境保全に貢献し

たイギリスでの例

から学んだことに

ついて、読んで理解

することができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOO, SVOC に

ついて理解する。 

 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・SVOO, SVOC を

使った表現を理解し

ている。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 


